
解決してゆくためには道路公団の道路管理という

もっと広い社会の場での検討が立場だけでなく，

望まれる.

在来道路の整備がなおざりになっているからでは

なかろうか.あまり大幹線重視の道路体系では，

地震がおこったとか，警警戒宣言が出て東名が閉鎖

されたということがおこった時，どうしようもな 防災都市計画研究所)(むらかみ・すみなお

これらの問題も含めてい事態がおこってしまう.
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-紹介されたOR学会・

この記事は 7 月 31 日付， 日刊

工業新聞に載ったOR学会の紹

介です. 日刊工業新聞のこの欄

は広く科学技術・産業界に関連

した由緒ある諸学会を広く紹介

しています.担当記者が，学会

の広報担当の佐久間庶務理事を

訪ね記事にしたものです.本O

R誌の歴史について一部誤解は

ありますが，第三者としての記

者の書いた学会紹介として興味

深いものと思います.

学会の会員増強のためのタス

タフオ{スも組織されています

が，このような新聞等のマスメ

ディアによる OR学会の PR も

ぜひ必要のように思われます.

これによってORに対して関心

をもっ人達の増大をはかり，同

時にOR会員増加などを通じ，

学会のより一層の発展が期待さ

れるように思います.
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